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１． はじめに 

 富山県に住んでいる我らにとっては、富山の歴史に

ついては、日本の歴史とは違って何となく身近に感ず

るためか、何でもかんでも何となく知ってみたいとい

う気持ちになる。郷土の歴史とはそんなものなのであ

り、大なり小なりいろんな方々がかかわれるのが一番

の魅力といえる。しかも、何かこだわりをもってピン

ポイントで迫っても歴史に何かしらの新しさを感じ、

興味がわいてくる。 

 そう思っていると、自分の好きなポイントの歴史を

地域におけるアイデンティティと捉えることにして、

郷土史を自分にとってもっと身近なものにしたくなっ

た。また、全国歴史そのものについては念頭には置く

が、富山という地域で特徴的なことが即、アイデンテ

ィティにつながっていることを実感したくもなった。 

そこで、こうした思いを叶えるために県域の変遷史

として富山の歴史を書いてみることにした。また、全

国に先駆けて富山を有名にした米騒動とイ病(ｲﾀｲｲﾀｲ

病)をも扱いますので、お付き合いをお願いいたします。 

 

 

２．個人周辺から郷土へ、自分中心史から郷土史へ 

 歴史については、むしろ身近な自分の街で小学校が

新しくなったとか、ショッピングセンターができたと

かいった事が何といっても自分らの歴史である。郷土

史は、多分にそんな自分たちの歴史の臭いのする歴史

なのであろう。そうなると、ますます自分も郷土史に

参加したいという気になるものである。 

 では、その源に何があるのであろうか。それは行動

圏・生活圏における生活の営みであることはいうまで

もない。身の回りの皆さんの思いが積み重なって、総

体として地域圏あるいは大きなコミユニテイが時間と

いう奥みをもって形成されていく。その全貌が結果と

しての郷土の歴史を育み刻んでいくのである。 

 

３．具体的展開 

 富山の自然は立山ということができる。では富山の

歴史はといわれると、すかさず真っ先に佐々成政や前

田の殿様が上げられる。これは、関心や興味の歴史と

して、源平期、戦国乱世の佐々成政、近世の前田加賀

藩時代が思い浮ぶからである。 

 一方、民衆の歴史として、立山信仰、越中米騒動、

イ病があり、文化の歴史として大伴家持がある。 

 古代から中世・近代の順に展望していこう。 

 

2.1 古代 7-8世紀 

<a> 県域 

 まずは、富山が歴史的にいつ登場するのか。これは

律令制の時代になって初めてではなかろうか。都人に

とっては、北陸は北の果てであり、立山連峰が果ての

象徴であったのである。そんな時代から展望したい。 

 大化の改新（645 年）の頃、高志(こし)の国といわ

れていた北陸一帯は、いまでいう福井敦賀から石川、

富山、新潟、山形庄内地方までの領域である。当時は

陸路よりも海路が盛んであり、このため北陸の北限に

ついては弥彦山あたりとすることもあったという。 

8 世紀以降には、高志の国は、越前、越中、能登、

越後に分割され、高志の国が越の国と書かれるように

なった。（呼び方は「こし」のくに）また、越中は、

757 年に魚沼や頚城が越後に移され、今のスマートな

越中におさまった。（図４参照） 

ちなみに、高志や越のいわれについては、都から山

をこえてきた国ということで「こし」が当て字で高志

になり、越になったという説

がある。詳しいことは分から

ない。 

ところで今でも、福井、石

川、富山、新潟がなぜ北陸で

すかとよく聞かれる。昔は、

北に及ぶ権力域が高志の国ま

でであったので、都からする

と、そこらの地は北の果てと

して北陸といわれたという解釈を今でも使わさせてい

ただいている。 

              図１ 越の国 HPより 

          

<b> 立山開山 

 佐伯有頼が立山を702年に開山したという。開山に

は諸説あり、実存した親の有若ではないのか、佐伯一

族ではないのかともいわれている。 

 それはさておき、県内ではもちろん有頼が歴史上の

重要人物として立山信仰の創始者として祭り上げられ

ている。また、立山信仰の布教で、曼荼羅絵の果たし

た役割は大きい。 



 

      写真１  曼荼羅 立山博物館HPより 

 

<c> 大伴家持 

 古代の著名人といえば大伴家持であり、富山の文化

性を持ち上げるには一役でも二役でもかっている。 

 歌人大伴家持は 746 年(平安時代)に越中国司として

国府（今の高岡市伏木）に赴任し5年ほど越中に居し

ていた。在任中、家持にはお気に入りの場所が 

    ・二上山（高岡の山。奈良にもある）、 

・布施の海（氷見平野、当時は海であった）、 

・立山 

の三か所であり、これらの場所にて越中の和歌を多数

（223 首）詠んだ。特に、立山を詠んだ歌が有名であ

る。ただし、富山の雪にはうんざりしていて、そのせ

か、海越しの立山には興味示さないばかりか、立山の

懐近く県東部には足を踏み入れなかったらしい(詳細

不明)。県東部での歌は旅人から東部の様子を聞いて詠

んだともいわれている。 

 立山の和歌については、以下に列挙する。 

  立山に ふり置ける雪を 常夏［とこなつ］に 

      見れども飽かず 神［かむ］からならし 

  片貝の川の瀬清く行く水の 

          絶ゆることなくあり通ひ見む 

  たち山の雪しくらしもはひつきの 

          河のわたり瀬あふみつかすも 

   写真２ 雨晴らし海岸と立山連峰 野末氏より 

2.2 木曽義仲 

 木曽義仲は倶利伽羅峠で平家軍を敗退させたという

ことで有名であるが、県内ではさほど義仲云々は語ら

れてはいない。理由は簡単である。越中にはまったく

住んでいなかった人であり、県西部域にある主戦場「倶

利伽羅」において源平が戦をした通りすがりの人とい

うのが義仲の評価である。(評価を下げてはいない) 

そのためか、県内では、義仲が行軍したルートが人

知れず伝聞として残っている（にすぎない）。 

 弓の清水の伝聞地では、義仲の軍が越中西部を行軍

していたとき、兵士がのどの渇きを訴えたので、義仲

が地面に弓をひいて矢を射ったところ、水が湧いたと

いう。どういう訳か、この地が史跡に指定されている。

最近、地元の研究者

により、そのような

場所を義仲が行軍し

ていないことが実証

されたが、高岡市は

かたくなに史跡解除

を拒んでいるという。

理由は、「真実はどう

でもよく、観光資源

が減る」ということ

なのか。      図２ 木曽義仲行軍経路 HPより 

 

2.3 佐々成政の時期1580-1585 

 近世では、越中は一向一揆の時代や上杉統治の時代

を経て、織田政権の武将として佐々成政が越中に入り、

上杉勢を退けて領国経営にのりだした。とにかく、県

内初の戦国大名として越中に居を構えて住み、越中に

尽くしたことが評価されている。また、地道な統治の

成果として治水事業が有名であり、神通川の佐々堤を

築いたことが後世に伝えられている。このことからし

ても、県内では佐々の人気は前田の殿様よりも結構高

いといえる。 

 なお、佐々は

秀吉に攻められ

たとき、厳寒期

に浜松の徳川に

援軍要請のため、

北アルプスさら

さら峠を越えた

ことが一層名前

を県民の記憶に

残したといえる。 写真３ さらさら峠 佐々HPより 

 

2.4 前田の富山藩、1585-1871 

 佐々成政以降、越中は前田の領国となり、1639年に

は、射水郡と新川郡の一部が富山藩となった。前田利

次が初代藩主に就任し、新田開発もすすめ加賀藩を支

えていた。富山県域にあたる領域(富山藩、射水、砺波、

新川)では、60万石は越中といわれている。 



 江戸時代、県西部は加賀藩であったので、加賀の武

家文化が県西部では華やいでいた。しかし、県東部は、

加賀藩でありながら、文化とは無縁の世界であった。

理由はおそらく、加賀の文化が富山藩に遠慮して県東

部越をしなかったためと、県東部が文化でなく米蔵で

あれば十分とされたためであろう。このため、富山県

西部にある高岡、伏木、射水、岩瀬、砺波では絢爛豪

華なお祭りが多いのに、県東部では華やか祭りは全く

ないのである。 

 富山藩はそんな貧乏所帯の藩であり、上述のように

文化の香りのないことが特徴的であった。なぜそうな

ったのか。また富山藩が本来なら新川を含めて神通川

以東すべてを富山藩にすべきところを、なぜ神通川と

常願寺川の間だけの領域であったのか。これは、幕府

の手前ある程度分藩としての体裁が必要とはいえ、分

家筋には本家(加賀藩)が割合冷たく対応し、下記二点

の大事なところは手放さなかったとみるべきであろう。 

・新川域の米生産は魅力であったので、母屋はこ

れを手放さなかった。 

・東端の防衛拠点として境関所を母屋直轄してい

たが、太平の世ではかえって財政的負担大とな

っても体面が必要だったのであろう。また、立

山以東も防衛拠点として母屋直轄としていた。 

このようにして、富山藩はこじんまりと富山中心に限

定された狭い領域になったのであろう。 

しかしながら、富山藩は、諸産業として薬産業に目

をつけ、これを奨励し、とりわけ全国に商う売薬を制

度化させた。今日、富山が県の中心(県庁所在地)にな

っているのも、富山が貧乏であったからこそ産業振興

に目を向けられたのではなかろうか。そのような富山

が後年、高岡を押しのけて県庁所在地になってからは、

富山の発展ぶりはそれこそ特筆すべきことである。 

 なお、参考までに加賀藩の石高について記しておく。

関ケ原後 1639年までは、加賀は 120 万石であり、能

登23.3万石、越中55.3万石(射水･砺波42、新川14)、

北加賀 26.6

万石、加賀西

部 12.5 万石

となっていた。

1639年には、

大聖寺藩7万

石、富山藩10

万石が独立し

て、加賀藩本

体は103万石と

なった。 

 

2.4 米騒動 1918 

 富山県では、明治期、米商人が富山の安いコメを買

い占め、県外で高く売って巨利を得ていた。1918年（大

正7年）政府のシベリア出兵を機にコメの投機的買い

占めが始まり、米価が高騰した。日頃の米価高騰に苦

しめられていた魚津の主婦たちが港に停泊の米運搬船

へのコメ積み出しを阻止した。これがたちまちのうち

に全国に知れわたり、各地で民衆が蜂起したが、軍隊

によりすべての騒動が鎮圧された。 

 民衆の大抗議運

動として特筆すべ

きこの騒動は、県

内ではあまり触れ

られてはいない。

単なる一事件とい

う捉え方しかされ

ていない。 

写真５ 米騒動時の再建米蔵HPより 

 

2.5 イタイイタイ病（イ病） 1910-1970 

(1) イ病 

 イ病は、神通川下流域の富山市婦中町で 1910 年か

ら 1970 年まで、特に女性に発症した公害病である。

症状は、骨がもろくなって折れるものであり、想像を

絶する痛みを伴う。患者数は、200-400 人くらいとい

われているが、過去からも含めて実数は不明という。 

イ病の原因は神通川上流にある三井金属神岡精錬所

から出る亜鉛精錬の未処理排水に含まれているカドミ

ウムである。これが農業用水や飲用水として使ってい

た農民の体に取り込まれ蓄積することにより腎臓障害

を引き起こし、体内の骨量が減少するのである。 

 イ病について、原因が判明し、患者救済や再発防止

へと世の中が動き出したのは、1955年からである。す

なわち、1955 年に地元の萩野医師がイ病を発表し、

1957年に鉱毒病として指摘して以来、問題解決に向け

て運動が始まった。初めのころは栄養失調とか、風土

病とかでカドミウム原因をなんとかうやむやにしよう

という勢力もあったが、1966年にはイタイイタイ病対

策協議会が発足し、粘り強い調査研究・運動もあって、

1968年には厚生省は「イタイイタイ病はカドミウムの

慢性中毒による骨軟化症であり、カドミウムは神通川

上流の神岡鉱業所の事業活動によって排出されたもの 

である」と断定した。 

 その後、すぐに文芸春秋誌を使った巻き返しのキャ

ンペーンが始まり、長い裁判闘争がくりひろげられた。

詳しくは、関係の文献を参考にされたい。  

最終的には、2013年12月に全面解決として合意書

を原告と被告の間で取り交わした。ただし、これです

べてが終わったわけではなく、行政はいまだに公害病

認定にハードルを上げており、三井金属はいまだに神

岡鉱山に残留する廃棄物を未処理のままにしているこ

となど、問題はいまなお多く残っている。 

写真４ 富山城  前田富山藩HPより 



 

 

   写真３  カドミウム汚染域 

20km*6km程の範囲 ｲ病のHPより 

 

(2) 汚染地域対策 

 住民側のパワーが力を増してきて、汚染地域は行政

側で土地改良によって汚染程度を低下させることにな

った。県は、1974年から農用地汚染防止法により農地

区域 863ha を対象として土壌改良を検討し、1979 年

に本格工事を開始し(33年かけて)、2012年にやっと完

了した。総費用は 407 億円であり、これを三井金属、

国、県が分担した。 

(3) 今 

イ病への対応について富山県は、上記土地改良工

事の推進と後世に負の遺産として伝えるイ病記念館

をオープンさせたが、問題は今なお残っている。ひ

とつには、改良工事は一応終わったことになっては

いるが、未改良地域は大ショッピングセンターや公

園として今なお手をつけず残しており、ここにも行

政が工事費を浮かせようと思案した名残を見ること

ができる。第二には、資料館において県が鉱毒説を

否定し、患者を著しく危険にさらしたことを少しも

展示していない。行政は誰の味方であるかが如実に

見て取れるしだいである。といった指摘を含めて、

イ病を語り継ぐ会は、いまもなお行政には真摯な対

応を求めている。 

 

３．富山県域の変遷 

 富山県は東西南の三方向で山に囲まれており、県域

は自然と地形に沿ったものになるはずではあったが、

政治の力関係で、石川域と富山域とで境界線が何回も

線引きしなおされた。1876年には、富山域を含めて石

川県の領域が定まった。しかし、石川側と富山側とで 
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図４ 富山県域の

歴史的変遷 富山県

の歴史HPより 

は行政の主事業が異なっており、石川の道路整備に対

して富山の治水事業を優先していたので、富山側の独



立が強く叫ばれ、1883年に富山県が石川県から分離し

て(富山県が誕生し)今日に至っている。 

 1889年(明治22)には、市制・町村制が実施され、富

山町と高岡町が市となり、２市31町238村となった。 

戦後（1945年）にはいってからは、戦災復興院告示

第一号により都市計画事業がすすめられた。その後、

市町村については、昭和の大合併で９市18町８村（総

計35市町村）となった。 

2004年（平成16年）には砺波地方に2つの市が誕

生し、10市13町４村（27市町村）となった。 

 

４．まとめ 

 郷土に関心があって、何となく自分でストーリを構

成したくなり、富山県の歴史としてまとめてみた。こ

のため、本稿は一般の歴史書とはかなり違って特徴的

な様相となった。列挙すると; 

(1) 県全体の通史ではなく、県民の歴史人気と住民の

苦難について書き記すことができた。 

(2) 県民の関心を自然と発掘したおかげで、興味がさ

らなる興味を引き出すようなイメージを作り出す

ことができた。 

(3) (一部の事象だけだが)県民の関心はやはり歴史上

の人物そのもの。読者が人物と重なると、しらな

いうちにアイデンティティを堪能したことになる

と考える。 

 

読者の皆さん、いかがでしたでしょうか。本稿から

県民の様々な声が聴けたのでは、と思う次第です。 

最後までお読みいただきましてありがとうございま

した。 

 

Ａ．あとがき 

 富山の歴史を扱った本は、本当に沢山出版されてい

る。それだけに、歴史に寄せる思いは皆さん、強いと

いうことができる。 

 かくいう自分も歴史ファンである。かなり知識がた

まってきたので、何か書きたくなってきた。しかしな

がら、単に富山の歴史というのでは、いかにも歴史を

勉強してまとめましたってことになるもので、おもし

ろくない、 

 そこで考えたのが、「歴史は何のために歴史か」とい

う視点でもって歴史を語ることにした。皆さん、歴史

を何のために知るかといえば、郷土のアイデンティテ

ィを知るためとか、人間の営みの積み重ねを知るため

ということである。（時には負の歴史も） 

 本稿はそうしてまとめたものである。単なる歴史書

とは違って、一味も二味もあること間違いないといい

たいのである。 

 歴史は、そんな観点に立てば、いろんな対象で歴史

を語ることができる。誰でもが語れる、それが歴史な

のである。 

＜追記２＞富山県の歴史に詳しい方、敬称略 

荻原大輔；戦国の政治・社会；富山市郷土博物館 

竹島慎二；近代史；富山近代史研究会 

向井嘉之；ｼﾞｬ-ﾅﾘｽﾞﾑ；米騒動、イ病、他 

イ病を語り継ぐ会、他 

鈴木圭二：日本史；富山大学文学部日本史 

久保尚文：日本史；大山歴史民俗研究会 

福江充 ：日本史；北陸大学 

新谷秀夫：万葉文学；高岡万葉歴史館学芸員 

 

＜追記３＞ 

最後に、なぜ執筆か、今一度理屈を述べたい。 

世の中に多くの本が出ていても、自分で歴史を勉強していく

と、何となく(歴史を通して参加したくなり)まとめてみたくもな

る。実際にまとめだすと、何か自分らしさを出しながら編集し

たくなってくるから不思議なものである。そんな思いをもって

執筆した。なお、取材はﾋｱﾘﾝｸﾞを中心とした。 

 

＜追記４＞ 感想 

 本冊子を何人かの友人にお見せしたところ、感想をいただ

いたので、ここに紹介する。 

(1)越の国はなぜ越なのかの議論について； 

（朝鮮から）海を越えての越ではないのか。 

これを聞いて編者の見解として、当時、海路が主でしたから、

これまた敦賀の方から海を越えての感覚があったのかもし

れない。 

(2)歴史「history」を「his-story」としてではなく「my-story」

として。編者はこれにうなずきました。 

(3)専門的な指摘もあった。 

・もともとは越だったのが、奈良時代の前半、地名を２字で

表現する習慣・命令によって、高志という表現が現れたとい

うことでは。越→高志→越というのでは。という。 

・家持が県東部に踏み入れなかったという根拠はなく、分か

らないというべき。編者は歌の調子などから推量で踏み込ま

なかったろうといわれているだけと。 

・義仲軍の主力であった信濃衆に比べて少数とはいえ、越中

国人の活躍がある。越中で義仲の活躍が伝わっていないのは、

安応四年（1371）の長沢合戦で越中国人が完膚なきまで打ち

破られて追放され、地元の古文書類も失われ、人的にも文字

的にも、越中から義仲にかかわるものが失われてしまったか

ら。編者はうなずく。 

(4)県東部には義仲を祭る八幡社が多いと聞く。義仲の影響力

は結構あったのでは。これに対して編者は統治したのとして

いないのとでは知名度がちがうとしている。今一つ例として、

戦国期に上杉が県東部まで侵攻したが、我らの上杉観は、侵

攻で一時期支配していた上杉ではなく、あくまでも越後の上

杉である。 


